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竹林の風

河内教育事務所では、

昨年度から表題の広報誌

を発行しております。

管内の学校、諸団体の

特色ある取り組み・活動の

紹介や、最新情報の提供

など、広く情報を発信した

いと考えています。

四半期ごとに年間４回の

発行を予定しています。

ご愛読をお願いします。

今年度、旅費制度の改正がありましたのでお知らせします。

従来、公務出張については学校発着を原則とし旅費を支給していました。平成２１年４月

からは、次のどちらか低額な旅費が支給されることになりました。

自宅から直接目的地へ旅行する場合 学校を出発地とした場合

【直行】

目的地から直接自宅へ旅行する場合 学校を到着地とした場合

【直帰】

直行や直帰の場合、事前の命令の時に、業務の効率性や公務上の必要性など理由の

承認が必要となります。原則はあくまで学校発着です。どのような場合に直行又は直帰が認

められるかなど詳しいことは、各学校の事務担当者に確認されるようお願いします。

また、通勤手当が定期券の価額で算出されている場合、旅行の行程で定期券利用可能

な区間があれば、その区間の旅費は支給されないことになりましたので、併せてご確認をお

願いします。

栃木県教育委員会事務局
河 内 教 育 事 務 所
平 成 ２ １ 年 ６ 月 ２ ５ 日
発行責任者 村上 雅之

確認をお願いします！！―旅費制度の改正①―

ちょっと

幅広い
情報をのせて

バランスよく育成

知識･技能

「とちぎの子どもの基礎・基本」

その後の学習のつまずきになる可能性が高い知識･技能

その学年や学習段階において、必ず身に付けるべき知識・技能

身近な地域に関するもののうち、身に付けさせたい知識･技能等

確かな学力 (学習指導要領が示す学力)

学習意欲
思考力･判断力･

表現力等



「アイヌとして一番不幸なことは、『アイヌであること』を自己否定すること」

「自分に選択権のないことを自己否定しなければいけないことが一番つらい」

先日の人権に関する研修会で、講師の方がお話しされ

た内容の一部です。自分の出生地、容姿などにより差別さ

れない社会づくり、そのための人権教育の推進を強く訴え

ていました。

『 21 世紀は人権の世紀』といわれ、まさに現在、社会全
体において人権教育の重要性が再認識されています。ふ

れあい学習課では、社会教育の様々な場面において、生

涯にわたって活用できる人権に関する多様な学習機会や

資料の提供に努めています。今年度お配りした人権に関

する社会教育指導資料”えっ！これも人権学習”では、「え

っ！これも」という気づきの視点から、具体的な「プログラム

事例」や実践的な「アクティビティ紹介」を取

り入れました。各所で活用いただけると幸い

です。また、ワークショップの出前なども承っ

ていますので、お気軽にご連絡ください。

＊ふれあい学習課 ℡028(626)3183

新学習指導要領の移行措置期間が始まりました。

移行措置のため、学習内容が増える算数・数学や理科については補助教材を用いた対

応となっています。それ以外にも、例えば、小学校社会科の４７都道府県の名称と位置、小・

中学校音楽科の共通歌唱教材の扱いなど、現行の教科書や教材で対応できるような指導

内容についても、一部先行実施することになっています。

移行措置の内容を確認し、見通しをもって指導していくことが大切です。また、指導体制

などの整備、基礎的・基本的な知識・技能の活用をとおした問題の解決による思考力・判断

力・表現力等の育成などの指導法の改善も重要となっています。

<河内地区新教育課程説明会>（開催通知参照）

場 所：県総合教育センター

日 時：小学校７月３１日（金） 中学校８月１７日（月）

（河内・上都賀・芳賀の三地区合同開催）

対 象：各学校約３分の１の先生方(管理職を含む)

持参品：学習指導要領(参加する校種)

学習指導要領解説(参加部会の教科分)

学習指導要領総則解説編(参加する校種)

「新教育課程Ｑ＆Ａ」(栃木県教育委員会 H21.3)
その他：昨年は駐車場の乗り入れ制限にご協力いただき、

ありがとうございました。本年度も、参加人数の３分

の２の車の乗り入れとなります。

各学校で台数の調整など、ご協力よろしくお願い

します。

� 本紙についてのご意見ご感想をお待ちしております： E-Mail kawachi-kyouiku@pref.tochigi.lg.jp

『２１世紀は人権の世紀！』

いよいよスタート！新学習指導要領の移行措置


